
管理職の成功法則と診断シート 

 
1. ⽬的 

中⼩企業の管理職は、部⾨の業務を担い   
ながら、経営の意向を理解し、現場社員 
の指導・育成、そして種々の問題解決を 
迫られている。⾃⼰診断シートという 
⼿軽な⽅法で、⾃分の管理能⼒を客観的 
に分析し、改善すべきところに気付き、 
⾃⼰（相互）啓発プログラムである。 

 
2. 診断シート活⽤の⼿順 

① 診断シートの作成 
まず⾃⼰診断をする。診断の客観性を 
保つために、上司及び同僚の評価を 
同時に実施してもらう。 

 
② 診断シートの分析 

上司や同僚の意⾒も観光にしながら、 
良好点及び改善点を明らかにする。 
特に、⾃⼰評価と上司（同僚）の評価 
のギャップが⽣じているところに注⽬し、 
その具体的な理由を把握する。 

 
③ 取組むテーマの明確化 

上記ステップを踏まえて、今後、半年 
から 1 年程度の期間に取組む改善テーマ 
を 3 項⽬以内に絞って、その⽅法と⽬標 
値を設定する。 

 
④ フォローアップ 

設定した取組テーマについて、毎⽉進捗 
状況を確認する。⼀定の期間後に、診断 
シートによる再評価を上司（同僚）含め 
て実施する。  
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経営者自己診断シートの事例

経営者自己診断シートの事例
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評価区分 評価項目 評価の内容 徹 発

はじめに

・本資料は、経営者が実行すべき業務について、ISO要求事項とナレッ
ジ価値を統合して「評価
チェック」形式にまとめたものです。経営者の自己診断として活用して

ください。
・「徹」「発」の欄は、当事者の実行状況を記入する。早く「３」になるよう
努力する。
・「徹」：徹底状況（どれくらい身についているか）０.不理解、１.理解、２.
実践中、３.体得
・「発」：発揮状況（どれくらい発揮しているか） ０.不発揮、１.稀時、２.随
時、３.常時

0.0
内外経営環
境の理解

0.1 
環境変化を先
取り

・変化のスピードについていく。
・前例のないことに挑戦する。
・外部の機会と脅威を踏まえて選択と集中を
クールにできる

0.2
グローバルな
視点

・グローバルに思考・行動する。
・外国人と付き合える。
・多種のコンサルタントの意見を聞く。

0.3
自社の特徴を
知る

・業界動向及び同業他社の動向を把握してい
る。
・会社の社会的位置づけを理解する。
・自社の強みと弱みを知り行動できる。

A.1
顧客の期待
を理解する

1.1
顧客の把握

・直接顧客及び間接顧客を知る。
・業務プロセスと顧客の関連を知る。

1.2
顧客満足の追
及

・顧客のニーズを把握する
・ニーズに応えるサービスを提供する

1.3
営業支援

・重要顧客の定期訪問をする。
・重要な商談を支援する。

A.2
事業への取
組み意欲

2.1
事業への取組
み意欲

・ビジョンにもとづく方針を明確にし、自分の
言葉で語る
・個人の目標と組織の目標を一致させている。

2.2
率先垂範

・行動の先頭に立ち、メンバーが嫌がることを
自らやる。
・問題に対して逃げず、リーダーとして責任を
取る。

2.3
権限移譲

・役割の進め方を伝え、部下を信頼して任せ
ている。
・プロセスを見守る。
・責任は自分でとる。

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

内外経営環境を理解

する

顧客の期待を理解す

る

事業への取組み意欲

がある

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを積極的

に行っている

人間性がある

人材教育に取組んで

いる
自己管理ができる

業績改善の取組をし

ている

問題解決の取組をし

ている

方針にもとづく目標展

開している

ビジョンと方針を策定

している

経営者自己判断シート（理解）

左側：左脳系 右側：右脳系

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

内外経営環境を理解す

る

顧客の期待を理解する

事業への取組み意欲が

ある

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝを積極的に

行っている

人間性がある

人材教育に取組んでい

る
自己管理ができる

業績改善の取組をして

いる

問題解決の取組をして

いる

方針にもとづく目標展開

している

ビジョンと方針を策定し

ている

経営者自己診断シート（実行）

左側：左脳系 右側：右脳系

 

管理職自己診断シートの事例

（ＩＳＯの規格＋ナレッジ価値）
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評価区分 評価項目 評価の内容
評
価
(1)

評
価
(2)

評
価
(3)

はじめに

・本資料は、管理職が実行すべき業務について、ＩＳＯ要求事項とナレッジ価
値を統合して
「評価チェック」形式にまとめたものです。管理職の自己診断として活用し

てください。
・「評価」：０：全く知らない。１：必要性はわかるが実施していない。２：一部把
握・実施し

ている。３：概ね把握・実施している。４：完全に把握・実施している。
５：取組の効果が上がっている。

0.0
会社の立ち
位置を知る

1.1 
会社の特徴を
知る

・業界動向及び同業他社の動向を把握している。
・会社の社会的位置づけを把握している。
・自社の強みと弱みを把握している。(記録）

3 3.5 3.5

1.2
会社のフレー
ムワークを把
握

・会社の事業の全体像を把握している。
・会社の事業の進め方を把握している。
・会社組織と各部門の職務分掌を把握している。

3.5 3 3.5

1.3
会社の方針
や目標を把握
する

・会社の経営状況の推移と現状を把握している。
(記録）
・会社の年度方針や目標を把握している。(記
録）
・それが自部門に及ぼす影響を把握する。

3.5 4 4

A.1
コミュニケー
ション力があ
る
組織運営編
(4)(5）

1.1
部門間のコ
ミュニケーショ
ン

・社内の関連部門との関係を良好に保つ。
・いざと言うときに無理がきく人間関係を保って
いる。

3 3.5 4

1.2
部門内のコ
ミュニケーショ
ン

・部門内の会議は有効で効率的に行っている。
・相手の話をよく聞いている（聞き上手）。
・部門内のイベント（飲み会）等が行われている。

3 4 4

1.3
上司への報
告

・上司へ適時・的確な報連相をしている。
・問題解決の取組みを適切に行っている。

3 3.5 4

A.2
部下を上手
に指導する
部下育成編

2.1
部下を知る

・部下の個性や能力を把握する。
・部下の自主性を発揮するために、部下の声を
積極的に聞く

4 4 4

2.2
任せて責任を
取る

・部下を信じて指導し仕事を任せる。
・取組状況を観察しながら、適時フォローアップ
する。
・指導した内容や方法に対しては、責任をとる。

3 3.5 3.5

2.3
「褒め」と「叱
る」

・成果を上げた場合は速やかに褒め、成果が出
ない場合は、
理由を示して叱る。

・実行の結果を評価し、フィードバックする。

2 3 3.5

管理職自己診断シートの事例

0.0
0.5
1.0
1.5
2.0
2.5
3.0
3.5
4.0
4.5
5.0

会社の立ち位置を知

る

コミュニケーション力

がある

部下を上手に指導す

る

顧客及び関係先を知

る

バランス感覚がある

人間性がある問題解決力がある

業務遂行能力がある

情報の活用を駆使す

る

リーダーシップを発揮

する

自部門の役割を知る

管理職自己診断シート

上司 本人 同僚左側：左脳系
右側：右脳系

 


